
平
成

２３
年
度 

施
政
方
針

道
標
（
み
ち
し
る
べ
）

市
長
の
所
信
表
明
（
抜
粋
）

　

平
成
１７
年
４
月
１
日
の
合
併
か
ら
、

７
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
市
民
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
、
円
滑
な
市
政
運
営
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
省
略（
国
の
現
状
や
国
策
）》

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の
経
済

対
策
に
よ
る
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
・
雇
用

情
勢
の
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
平
成
２３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

国
の「
新
成
長
戦
略
」実
現
に
向
け
た
経

済
対
策
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
積

極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
残
り
時
間
も
限
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
第
一
次
総
合
計
画
に
掲
げ

る「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
が
出
会
う
郷
」

の
実
現
を
目
指
し
、
実
施
計
画
の
具
現

化
に
向
け
て
、
十
分
配
慮
し
た
予
算
編

成
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
円
滑

な
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
で
は
、

平
成
１８
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
第

一
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
不
断
の
努
力
を
も
っ
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
第
一

次
大
綱
も
３
月
末
で
計
画
期
間
を
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
大
綱
で

は
、「
協
働
・
経
営
・
組
織
・
育
成
」
の
４

つ
の
視
点
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

合
併
以
来「
行
財
政
改
革
」を
重
点
施

策
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分

に
目
標
を
達
成
し
終
え
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
新
た
な
目
標
に
向
け
、
ま

い
進
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
１１
月
に
審
議
会
を

立
ち
上
げ
、
新
た
な
大
綱
の
策
定
に
向

け
、
審
議
を
い
た
だ
い
た
大
綱
案
の
答

申
が
あ
り
、
そ
の
改
革
の
目
標
は「
真

の
協
働
に
よ
る
郷
づ
く
り
に
向
け
て
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
へ
の
意

見
公
募
手
続
き
な
ど
を
経
て
、
第
二
次

の
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
鋭
意
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、「
地
域
で
で
き

る
こ
と
は
地
域
で
」と
い
う
地
域
自
治

の
本
旨
を
改
め
て
認
識
い
た
だ
き
、「
自

立
す
る
地
域
」を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
自
治
は
、
単
に
行
政
の
効
率
化

を
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
地
域
の
住
民
の
方
の
意
思
に
よ
っ

て
地
域
を
再
生
し
、
魅
力
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て
、

住
民
の
活
動
を
で
き
る
限
り
支
援
し
、

住
民
自
治
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
郷
づ
く
り
の
最
高
規
範
で
あ

る
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

市
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、「
参
画

と
協
働
の
郷
」
の
実
現
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の

主
要
施
策
に
つ
い
て
の
基
礎
的
条
件
整

備
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

主
要
施
策

計
画
の

柱
住
環
境
の
整
備
と
生
活
安
全
の
確
保

は
つ
ら
つ
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

生
活
環
境
・
住
宅
の
整
備
、
消
防
・
防

災
・
安
全
の
確
保
、
環
境
の
保
全
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
補
助

○
子
ど
も
環
境
学
習
会
の
実
施

○
下
水
道
接
続
の
徹
底

○
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事

○
伊
予
消
防
署
の
庁
舎
本
体
工
事

○
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

○
交
通
安
全
へ
の
啓
発
活
動

福
祉
の
向
上
と
保
健
・
医
療
の
充
実

や
す
ら
ぎ
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
レ
ク
の
振
興

う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
ひ
と
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
推

進
、
ス
ポ
レ
ク
・
文
化
の
振
興
、
人
権
対

策
の
確
立
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

産
業
の
振
興

も
り
も
り
元
気
な
し
ご
と
づ
く
り

　

農
林
水
産
業
の
振
興
、
商
工
業
の
振

興
、
観
光
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

○
ブ
ラ
ン
ド
産
品
づ
く
り
・
産
地
づ
く
り

○
鳥
獣
害
防
止
対
策

○
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

○
森
林
環
境
保
全
、
林
業
経
営
安
定
強
化

○
魚
食
の
普
及
や
砕
氷
施
設
の
近
代
化

○
商
店
街
の
活
性
化

○
地
場
産
業
の
振
興
と
育
成

○
特
産
品
の
開
発
・
販
売

○
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成

取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

○
学
校
施
設
の
耐
震
化

○
特
別
支
援
教
育
や
幼
児
教
育
の
充
実

○
生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り

○
青
少
年
の
健
全
育
成

○
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
詳
細
分
布
調

査
の
実
施

○
人
権
啓
発
活
動
の
充
実

○「
２
０
１
７
え
ひ
め
国
体
」の
本
格
的

な
取
り
組
み
の
強
化

その他の主な取り組み

○都市基盤の整備

　公営住宅の耐震改修や管理運営の効率化

○水資源の確保

　八倉・宮下・高瀬の水源を集約した浄水処理施設の建設

○道路の整備

　国道５６号の４車線化などの早期完成への働きかけ

○交通基盤の整備

　中山・双海地区デマンド型乗り合いタクシーの運行

○総合保健福祉センター

　平成２５年度供用開始予定

○中山地域事務所・自治支援センター

　平成２４年度供用開始予定

○本庁舎・文化ホール・図書館

　平成２３年度基本計画を策定

○あじの郷づくり　食育・地産地消をテーマにした「食」

フェスタの開催、Ｂ級グルメコンテストの実施

　

少
子
・
高
齢
化
対
策
の
充
実
、
保
健
・

医
療
の
充
実
、
福
祉
施
策
の
向
上
と
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

○
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
着
手

○
子
育
て
支
援
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

○
高
齢
者
が
健
康
で
明
る
い
生
活
を
営

む
た
め
の
施
設
運
営

○
居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
供
給
体
制
の
整
備

○
高
齢
者
見
守
り
体
制
の
一
層
の
整
備

○
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
受
診
率
の

向
上

○
母
性
の
保
護
、
乳
幼
児
の
健
康
保
持

推
進

○
自
殺
対
策
事
業
の
実
施

○
伊
豫
國「
あ
じ
の
郷
づ
く
り
」と
連
携

し
た
食
育
に
関
す
る
新
し
い
取
り
組
み

２０１１．４ 広報いよし (�)広報いよし ２０１１．４(�)



平
成

２３
年 

当
初
予
算

家
計
簿
（
か
け
い
ぼ
）

収入

給料
（市税など）

１０７万円

親方からの仕送り
（地方交付税など）

１７８万円

親方や兄弟子からの謝礼
（国・県支出金）５７万円

貯金取り崩し
（繰入金）１万円

借金（市債）４６万円

その他（繰越金）１１万円

養育費など
（民生費）

１３２万円

家族行事など
（総務費）

６０万円

借金返済
（公債費）

５６万円

空気清浄機など購入（衛生費）４５万円

子どもの通学や塾（教育費）３２万円

リフォーム代（土木費）     ３２万円

火災警報器など（消防費）１８万円

家族会議費など（議会費）   ４万円

家庭菜園など（農林水産業費）１５万円

その他 ６万円

議会費 １億６２４９万１千円

総務費 ２３億６６８１万８千円

民生費 ５１億８７３３万３千円

衛生費 １７億７２６０万１千円

労働費 ５００万円

農林水産業費 ５億７５０９万９千円

商工費 ２億１９４６万４千円

土木費 １２億５７７０万円

消防費 ７億２６２８万４千円

教育費 １２億５７９８万９千円

災害復旧費 ４千円

公債費 ２１億８２０１万４千円

諸支出金 ２千円

予備費 １０００万円

合　計 １５７億２２７９万９千円

一般会計　歳 出

自

主

財

源

市税 ３５億８９６９万５千円

分担金及び負担金 １億８４５１万５千円

使用料及び手数料 ２億８４９万６千円

財産収入 ６５５万４千円

寄附金 １千円

繰入金 ２９６９万７千円

繰越金 ４億８０００万円

諸収入 ２億１６９３万１千円

依

存

財

源

地方譲与税 １億６５００万円

各種交付金 ４億４６００万円

地方交付税 ６３億９８６９万３千円

国・県支出金 ２２億４４２１万７千円

市債 １７億５３００万円

合　計 １５７億２２７９万９千円

一般会計　歳 入

　

平
成
２３
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
が
出
会
う
郷
」

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
事
業
の
必
要

性
、
事
業
効
果
に
つ
い
て
十
分
検
証
し
、

第
一
次
総
合
計
画
実
施
計
画
お
よ
び
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
着
実
に
実
現

さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
構
築
す
る
た

め
、
歳
入
確
保
の
一
層
の
推
進
お
よ
び

歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
無
駄

な
支
出
の
削
減
に
努
め
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
反
映
し
た
効
率
的
・
効
果
的

な
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

○
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

　

１５７
億
２
２
７
９
万
９
千
円

・
義
務
的
経
費（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）

　

７４
億
５
１
９
１
万
５
千
円（
前
年
比
０．３
％
減
）

・
投
資
的
経
費（
普
通
建
設
事
業
費
・
災
害
復
旧
費
）

　

８
億
５
７
９
８
万
１
千
円（
前
年
比

４２．３
％
増
）

平成２３年度の主な事業

○中山自治支援センター建設事業　４億６７０７万７千円

○青島中継局建設費負担金　　　　　　　　３０００万円

○デマンドタクシー運行業務　　　　　２３２１万３千円

○中山ＩＣ設置検討資料作成　　　　　 　　４８０万円

○庁舎等建設検討事業　　　　　　　　２５０８万８千円

○住民基本台帳システム改修業務　　　１９４４万８千円

○子宮頸がん予防ワクチン等予防接種　７０３５万６千円

○さざなみ公園（仮称）整備工事　　　　１７０６万３千円

○下灘小学校校舎改築工事設計業務　　２１２４万２千円

一般会計予算を

年収４００万円の家計に見立てた場合

　

市
は
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
の

基
本
的
な
行
政
運
営
の
経
費
を
ま
か
な

う「
一
般
会
計
」
と
、公
共
料
金
や
利
用

料
な
ど
独
自
の
収
入
が
あ
る「
特
別
会

計
」と
い
う
二
つ
の「
財
布
」が
あ
り
、
区

別
し
て
経
理
や
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
２３
年
度
、
市
は
１３
事
業
の
特
別

会
計
と
、
水
道
事
業
会
計
と
い
う
公
営

企
業
会
計
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
２３
年
度
特
別
会
計
予
算
総
額

　

１０６
億
９
１
６
４
万
３
千
円

○
平
成
２３
年
度
水
道
事
業
会
計

　

２１
億
６
９
１
５
万
２
千
円

一
般
会
計
当
初
予
算

特
別
会
計
当
初
予
算

４７億９６４８万５千円 （４．０％）

４８５２万８千円（△２３．９％）

３５億４４０２万１千円 （１．５％）

１億６８６１万４千円 （４．３％）

５０３万７千円 （△１．３％）

５２９７万９千円 （３４．１％）

１億７２５万５千円 （△１．４％）

１０９９万２千円（△３０．１％）

１４億８７７６万３千円 （３１．５％）

６５９９万６千円 （１１．１％）

２８１７万２千円 （１４．２％）

３億６３４２万２千円 （△３．６％）

１２３７万９千円（△５３．０％）

２１億６９１５万２千円 （４７．１％）

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（診療施設勘定）

介護保険

簡易水道

飲料水供給施設

浄化槽整備

農業集落排水

伊予港上屋

公共下水道

特定環境保全公共下水道

介護サービス事業

後期高齢者医療

都市総合文化施設運営事業

水道事業会計

特別会計
平成２３年度

平成２２年度

（　　　） 前年比

中山自治支援センター完成予想図

支出

２０１１．４ 広報いよし (�)広報いよし ２０１１．４(�)


